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1. Sakoda complexにみられた正中唇顎口蓋裂の1例 
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hot spotのリンパ管密度は減少する傾向が認められた。VEGF-C および VEGF-D陽性例では、
有意に頸部リンパ節転移の大きさが増大することが判明した。本論文の内容は、口腔領域
における扁平上皮癌患者の予後の重要な因子である頸部リンパ節転移の機序の解明に寄与
する新知見を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
